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決
算
の
概
要

　

平
成
21
年
度
決
算
総
額

は
、
前
年
度
よ
り
歳
入
で
１

億
３
２
５
１
万
円
（
０
・

９
％
）
増
加
し
、
１
４
３
億

２
８
７
５
万
円
、
歳
出
で
５

億
２
４
９
６
万
円
（
４
・

０
％
）
増
加
し
、
１
３
７
億

８
７
８
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ

り
歳
入
で
１
億
８
６
５
５
万

円
（
２
・
２
％
）
増
加
し
、

歳
出
で
６
億
１
７
１
２
万
円

（
７
・
９
％
）
増
加
し
ま
し

た
。

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方

税
の
伸
び
率
は
、
前
年
度
を

６
・
５
％
下
回
り
ま
し
た
。

う
ち
町
民
税
は
、
個
人
所
得

割
が
１
・
８
％
減
少
し
、
法

人
税
割
が
64
・
１
％
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
10
・
３
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
が

２
・
１
％
、
町
た
ば
こ
税
が

10
・
８
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
、
繰

入
金
が
大
き
く
減
少
し
た
一

方
、
地
方
交
付
税
、
繰
入
金

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
）
は
、
前
年
度
を
０
・

４
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

の
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合

は
７
・
４
％
で
前
年
度
を

０
・
９
％
下
回
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
状
況

　
平
成
22
年
９
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
９
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
を

始
め
と
し
て
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定

し
ま
し
た

決算を認定決算を認定決算を認定
に続き２億円の黒字に続き２億円の黒字

議会費
1億2072万円
（1.4%）消防費

4億3637万円
（5.2%）

商工費
1億201万円
（1.2%） 労働費

1041万円
(0.1%)

農林水産費
8087万円
（1.0%）

公債費
6億6430万円
（7.9%）

衛生費
6億6459万円
（7.9%）

土木費
7億6548万円
（9.0%）

民生費
26億4171万円
（31.2%）

教育費
12億2630万円
（14.5%）総務費

17億4220万円
（20.6%）

歳出
84億5496万円

繰越金
6億8322万円
（7.9%）

地方交付税
4億314万円
（4.6%）

分担金及び負担金,
 1億7223円
（2.0%）

地方譲与税
1億349万円
（1.2%） その他

6148万円
（0.7%）

諸収入
4億230万円
（4.6%）
繰入金

1億7040万円
（2.0%）

町債
6億7360万円
（7.7%）

各種交付金
4億4545万円
（5.2%）

国・県支出金 
11億1153万円
（12.6%）

町税
44億8078万円
（51.5%）

歳入
87億762万円

第61回 町民体育祭
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財
政
運
営
指
標

　
次
の
各
種
の
指
数
を
算
出

す
る
普
通
会
計
で
は
、
前
年

度
よ
り
歳
入
で
１
億
８
６
５

５
万
円
（
２
・
２
％
）
増
加

し
、
歳
出
で
６
億
１
７
１
２

万
円
（
７
・
９
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

★
経
常
収
支
比
率

　
町
税
な
ど
の
経
常
一
般
財

源
収
入
額
（
減
収
補
て
ん
債

特
例
分
、
臨
時
財
政
対
策
債

を
含
む
）
の
う
ち
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義

務
的
性
格
の
強
い
経
常
的
経

費
に
充
当
さ
れ
た
割
合
で
あ

り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
標
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ

ど
行
政
施
策
を
積
極
的
に
実

施
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

★
財
政
力
指
数

　
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
一
般
財
源

に
対
す
る
標
準
的
収
入
と
し

て
見
込
ま
れ
る
町
税
等
の
割

合
を
示
す
指
数
で
あ
り
、
過

去
３
年
の
平
均
値
で
示
さ
れ

ま
す
。
こ
の
数
値
が
１
を
超

え
る
か
、
１
に
近
い
数
値
に

な
る
ほ
ど
必
要
な
経
費
を
税

収
で
賄
え
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
財
政
力
が
強
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

★
公
債
費
比
率

　
一
般
財
源
に
占
め
る
公
債

費
（
借
金
の
返
済
）
の
割
合

で
、
地
方
債
償
還
額
の
財
政

負
担
の
度
合
い
を
判
断
す
る

指
標
と
さ
れ
て
お
り
、
10
％

を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
実
質
収
支
比
率

　
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
す
額
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
を
標
準
財
政
規
模

で
除
し
て
得
ら
れ
る
比
率
で

あ
り
、
普
通
３
％
か
ら
５
％

程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

お
り
、
財
政
運
営
の
状
況
を

判
断
す
る
指
標
と
な
っ
て
い

ま
す
。

★
地
方
債

　
主
と
し
て
、
建
設
事
業
費

に
充
て
る
た
め
の
年
度
を
越

え
て
元
利
を
償
還
す
る
借
金

で
あ
り
、
平
成
21
年
度
末
現

在
高
は
、
前
年
度
か
ら
９
１

２
４
万
円
（
１
・
７
％
）
増

加
し
、
55
億
８
８
３
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

★
積
立
金

　
財
政
運
営
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
、
年
度
間
の
財
源

変
動
に
備
え
積
み
立
て
る
も

の
で
、
平
成
21
年
度
末
の
現

在
高
は
、
前
年
度
か
ら
１
７

３
５
万
円
（
１
・
４
％
）
増

加
し
て
、
12
億
４
１
８
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

扶
桑
町
の
財
政
状
況

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
指
標
と
し
て
使
わ
れ

る
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年

度
の
93
％
と
比
較
し
て
４
・

４
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
88
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
全
国
町
村
平
均
（
平
成

20
年
度
88
・
２
％
）
に
比
べ

る
と
高
い
率
に
な
っ
て
お
り

注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
要

因
は
、
地
方
税
収
入
が
減
少

し
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
、
減
収
補

て
ん
債
特
例
分
が
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主

財
源
割
合
は
、
地
方
税
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
度
の
71
・

６
％
と
比
較
し
て
３
・
１
ポ

イ
ン
ト
下
回
っ
た
68
・
５
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
19
年
度
決
算
か
ら

算
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た

「
財
政
健
全
化
の
判
断
比
率
」

は
、
特
に
問
題
な
く
、
決
算

の
黒
字
・
赤
字
を
判
断
す
る

「
実
質
収
支
額
」
は
、
２
億

４
１
７
６
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

平成2 1年度平成2 1年度平成2 1年度
実質収支額は昨年度実質収支額は昨年度

平成２１年度会計別決算状況（万円未満４捨５入）

会 計 区 分 歳 入 金 額 歳 出 金 額 差 引 金 額 認 定 状 況

一 般 会 計 ８７億７６２万円 ８４億５４９６万円 ２億５２６６万円 賛成１３ 反対２

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 １５８４万円 １５５０万円 ３４万円 賛 成 全 員

国民健康保険 ３２億３７７２万円 ３０億１８９５万円 ２億１８７７万円 賛 成 全 員

老 人 保 健 １８２７万円 １５８０万円 ２４７万円 賛 成 全 員

公共下水道事業 ５億３５４万円 ５億２９１万円 ６３万円 賛 成 全 員

介 護 保 険 １５億６８５９万円 １５億３０８万円 ６５５１万円 賛成１３ 反対２

後期高齢者医療 ２億７７１７万円 ２億７６６０万円 ５７万円 賛 成 全 員

普 通 会 計 ８７億２３４６万円 ８４億７０４６万円 ２億５３００万円
※�普通会計とは一般会計と土地取得特別会計の合計から相互の繰入金や繰出金

等を除いた財政統計上統一的に使用される会計

財政状況一覧表

区　　分 ２１年度 ２０年度 ２０年度愛知
県町村平均

経常収支比率（％） ８８.６ ９３.０ ８１.５
財 政 力 指 数 ０.９７ ０.９８ １.０８
公債費比率（％）  ６.２  ６.４  ５.９
実質収支比率（％）  ４.２  ３.６  ５.９
※財政力指数は３年間の平均値
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総
務
部
関
係

　
　
町
民
税
の
大
幅
な
減
額

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
財
源

確
保
を
お
こ
な
っ
た
か
。

　
　
基
準
財
政
収
入
額
の
中

に
今
回
の
町
民
税
の
減
額
部

分
を
含
め
て
普
通
交
付
税
が

算
定
さ
れ
て
お
り
、
減
額
部

分
に
対
す
る
財
源
確
保
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
防
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド

の
詳
細
は
。

　
　

外
国
人
向
け
に
英
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中
国
語
で
、

扶
桑
町
防
災
マ
ッ
プ
を
も
と

に
翻
訳
作
成
し
た
。

　
　
地
域
経
済
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
全
額
地
元
業
者
へ

発
注
か
。

　
　
全
額
地
元
業
者
へ
発
注

す
る
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実
態

は
。

　
　
８
月
末
で
現
年
分
の
件

数
は
住
民
税
１
５
８
１
件
、

固
定
資
産
税
１
８
９
４
件
、

軽
自
動
車
税
２
１
７
６
件
、

国
民
健
康
保
険
税
１
６
９
５

問答問答問答問答

　
小
泉
内
閣
以
来
の
行
政
改

革
に
よ
り
扶
桑
町
で
も
政
府

と
一
緒
に
住
民
い
じ
め
を
推

進
し
て
い
る
。

　
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
事
業
は
町
内
業
者
を
中

心
と
し
て
進
め
た
よ
う
に
は

思
え
な
い
。

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
に
お
い
て
も
町
民
プ
ー
ル
、

体
力
づ
く
り
広
場
を
取
り
壊

し
、
町
民
の
財
産
を
喪
失
さ

せ
た
。
建
設
事
業
費
を
過
大

に
見
込
み
、
22
年
度
補
正
予

算
で
、
結
果
的
に
大
幅
減
額

を
し
て
い
る
。

　
児
童
館
建
設
や
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
を
中
学
卒
業

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
行

な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
砂
利
採
取
で
ダ
ン
プ
カ
ー

に
よ
る
舗
装
の
損
傷
に
対
し

て
全
額
町
負
担
の
２
０
０
０

万
円
の
補
修
費
が
執
行
さ
れ

て
い
る
。

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
が
、
住
民
福
祉
を
推
進

す
る
と
い
う
主
旨
に
反
す
る

も
の
で
、
見
直
し
を
要
望
し
、

反
対
す
る
。

件
、
合
計
７
３
４
６
件
。

　
　
ど
う
い
う
手
段
で
税
の

収
納
率
向
上
に
つ
と
め
て
い

る
か
。

　
　
新
規
に
滞
納
が
発
生
し

た
場
合
は
、
早
期
に
完
納
す

る
よ
う
督
促
強
化
を
し
、
５

月
、
８
月
、
12
月
に
集
中
督

促
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
放
置
自
転
車
の
廃
棄
台

数
と
リ
サ
イ
ク
ル
台
数
は
。

　
　
21
年
度
は
撤
去
作
業
を

99
日
実
施
し
、
１
８
４
台
撤

去
、
合
計
３
１
３
台
を
廃
棄

処
分
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
し

て
い
な
い
。

　
　
町
へ
の
提
案
箱
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
あ

る
か
。

　
　
一
般
的
に
、
雑
草
に
よ

り
見
通
し
が
悪
い
、
犬
の
糞

の
処
理
で
マ
ナ
ー
が
悪
い
人

が
い
る
等
の
苦
情
が
多
い
。

　
　
８
月
14
日
に
局
地
的
な

落
雷
が
あ
っ
た
が
、
公
共
施

設
の
避
雷
針
設
置
状
況
は
。

　
　
役
場
庁
舎
始
め
、
小
中

学
校
、
文
化
会
館
、
総
合
体

育
館
に
設
置
し
て
あ
る
。

問答問答問答問答

教
育
委
員
会
関
係

　
　
学
校
の
ス
ト
ー
ブ
購
入

で
、
廃
棄
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
ど
う
す
る
か
。

　
　
廃
棄
処
理
費
も
購
入
予

算
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
対
応
に
向
け
て
、
電
波
障

害
の
影
響
は
。

　
　

文
化
会
館
周
辺
16
戸
、

高
雄
小
学
校
周
辺
36
戸
、
扶

桑
中
学
校
周
辺
18
戸
が
影
響

を
受
け
る
。

　
　
文
化
会
館
、
舞
台
照
明

設
備
改
修
の
内
容
は
。

　
　
舞
台
及
び
ホ
ー
ル
内
を

中
心
に
照
明
器
具
、
調
光
装

置
、
操
作
盤
、
主
電
源
装
置

な
ど
の
改
修
を
行
う
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
広
場
の

指
導
員
の
配
置
は
。

　
　
柏
森
４
人
、
山
名
４
人

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
の

９
人
で
、
各
校
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
常
時
３
人
勤
務
体

制
。

　
　
30
人
学
級
体
制
は
。

　
　
30
人
学
級
の
要
望
も
出

て
お
り
、
来
年
度
よ
り
実
施

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
検
討

し
な
が
ら
順
次
、
進
め
る
。

問答問答問答問答問答

決算の
　　審 議から
決算の
　　審 議から
決算の
　　審 議から

総
務
文
教　

常
任
委
員
会

反

対

討

論

防災お役立ちガイド
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健
康
福
祉
部
関
係

　
　
老
人
憩
の
家
の
空
調
機

は
昨
年
修
繕
を
し
た
が
、
今

回
の
設
置
と
の
関
係
は
。

　
　
昨
年
は
全
館
一
括
タ
イ

プ
の
配
管
修
繕
を
行
っ
た
。

今
回
は
８
台
で
７
部
屋
を
個

別
対
応
で
き
る
機
種
を
設
置

す
る
。

　
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
の
案
内
看
板
が
不
備
で

は
。

　
　
駐
車
場
が
満
車
時
の
案

内
看
板
が
不
足
し
て
い
る
の

で
指
定
管
理
者
と
協
議
す
る
。

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
一
時
保
育
の
臨
時
保
育
士

の
人
数
は
。

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
一
時
保
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
か
所
あ
り
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
嘱
託
員
、
臨
時

保
育
士
各
１
名
、
一
時
保
育

に
は
臨
時
保
育
士
各
２
名
の

配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
一
時
保
育
の
利
用
人
数

は
。

　
　
延
べ
人
数
で
高
雄
保
育

問答問答問答問答

　
20
年
度
と
比
べ
る
と
、
一

般
会
計
の
決
算
は
増
額
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
歳
出
に
あ

た
っ
て
は
緊
急
経
済
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
遺
児
世

帯
へ
の
一
時
金
支
給
、
緊
急

雇
用
創
出
、
臨
時
職
員
緊
急

雇
用
、
勤
労
者
等
生
活
資
金

普
通
貸
付
利
子
助
成
、
就
職

安
定
資
金
融
資
信
用
保
証
料

及
び
利
子
助
成
、
定
額
給
付

金
給
付
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
支
給
、
地
域
活
性
化
・

経
済
対
策
な
ど
の
事
業
を
重

点
施
策
に
努
め
ら
れ
た
。

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率
に

お
い
て
も
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
、
資
金
不
足
比
率
等
、
是

正
改
善
を
要
す
る
事
項
も
な

く
、
健
全
財
政
へ
の
取
り
組

み
を
一
層
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
強
化
し
、
ま
た
的
確
な
る

町
政
運
営
を
続
け
る
こ
と
を

要
望
し
て
賛
成
す
る
。

園
が
７
８
３
名
、
斎
藤
保
育

園
が
８
７
６
名
。

　
　
乳
児
保
育
が
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
乳
児
保
育

施
設
の
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す

る
の
で
は
。

　
　
状
況
を
検
討
し
て
い
る
。

乳
児
保
育
の
ス
ペ
ー
ス
確
保

は
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
昨
年
度
、
国
保
税
を
１

世
帯
当
た
り
７
９
０
０
円
値

下
げ
し
た
が
、
繰
越
金
が
出

て
い
る
た
め
、
ま
だ
３
０
０

０
円
ほ
ど
の
値
下
げ
が
可
能

で
は
。

　
　
交
付
金
の
精
算
が
２
年

後
に
あ
り
、
現
時
点
で
全
体

像
が
把
握
で
き
な
い
。
明
確

に
余
剰
が
出
れ
ば
保
険
者
と

し
て
考
え
た
い
。

産
業
建
設
部
関
係

　
　
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
で

県
補
助
金
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

　
　
補
助
金
の
申
請
が
見
込

み
よ
り
多
く
、
県
の
予
算
を

超
え
た
た
め
。

　
　
分
別
収
集
計
画
で
住
民
、

事
業
者
、
行
政
の
役
割
は
。

　
　
住
民
は
リ
サ
イ
ク
ル
に

問答問答問答問答

努
め
、
事
業
者
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
商
品
の
製
造
、
行

政
は
収
集
及
び
運
搬
業
務
。

　
　
収
集
及
び
運
搬
は
行
政

の
負
担
か
。

　
　
行
政
の
負
担
と
さ
れ
て

い
る
。

　
　
ガ
ス
会
社
が
ガ
ス
管
を

埋
設
し
て
い
る
が
距
離
、
占

用
料
は
。

　
　

延
長
２
万
４
８
２
１

メ
ー
ト
ル
、
占
用
料
は
３
７

７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
高
木
調
節
池
の
用
地
購

入
面
積
は
。

　
　
７
３
８
平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全

地
域
協
議
会
の
事
業
内
容
は
。

　
　
５
地
区
（
北
新
田
・
南

新
田
・
南
定
松
・
北
定
松
・

福
塚
）
で
、
用
排
水
路
の
清

掃
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
営
農
活
動
支
援
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

る
か
。

　
　
環
境
の
保
全
、
農
地
を

い
か
に
守
る
か
、
農
家
以
外

の
一
般
の
人
も
巻
き
込
み
、

農
地
の
保
全
を
行
う
。

問答問答問答問答問答

決算の
　　審 議から
決算の
　　審 議から
決算の
　　審 議から

福
祉
建
設　

常
任
委
員
会

賛

成

討

論

子育て支援センターにこにこランド
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一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
９

８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
87

億
１
４
４
４
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
採
択
の
結
果
、
賛

成
13
人
、
反
対
２
人
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

歳
入（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

個
人
町
民
税

�

▲
２
億
６
６
７
万
円

　
景
気
後
退
に
よ
る
個
人
所

得
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
個
人
町
民
税
予
算
額
は

17
億
４
０
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

普
通
交
付
税

�

１
億
９
３
２
７
万
円

　
町
民
税
や
町
た
ば
こ
税
等

の
基
準
財
政
収
入
額
が
見
込

み
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と

等
に
よ
る
も
の
で
普
通
交
付

税
予
算
額
は
６
億
２
１
２
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設

事
業
債

�

▲
２
億
６
３
１
０
万
円

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

建
設
工
事
費
が
大
き
く
減
額

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
借

入
額
を
減
額
す
る
も
の
で
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設

事
業
債
予
算
額
は
２
億
３
７

１
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
出（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

地
域
経
済
対
策
事
業

�

２
９
５
５
万
円

　
不
況
の
中
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
共

施
設
の
改
修
工
事
や
備
品
購

入
、
道
路
舗
装
工
事
を
行
い

ま
す
。

精
神
障
害
者
医
療
扶
助
費

�

２
２
１
万
円

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
、
２
級
を
お
持
ち
の

方
の
入
院
費
・
通
院
費
（
す

べ
て
の
疾
病
）
を
、
平
成
23

年
１
月
診
療
分
か
ら
助
成
し

ま
す
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

�

３
４
１
万
円

　
私
立
幼
稚
園
就
園
の
促
進

を
図
る
た
め
、
経
済
的
負
担

が
大
き
い
世
帯
を
対
象
に
保

育
料
等
を
減
免
す
る
制
度
で
、

補
助
額
の
改
正
や
対
象
園
児

数
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
障
害
対

策
負
担
金

�

５
１
６
万
円

　
平
成
23
年
７
月
に
テ
レ
ビ

放
送
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、
公
共
施

設
に
よ
る
電
波
障
害
が
発
生

す
る
世
帯
を
対
象
に
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
接
続
に
か
か
る

費
用
を
負
担
し
ま
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設

工
事
費

�

▲
２
億
８
２
４
７
万
円

　
来
年
９
月
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
建
設
工
事
費
が
入

札
に
よ
り
確
定
し
、
今
年
度

工
事
費
が
３
億
８
２
４
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
会
館
舞
台
照
明
設
備
改

修
工
事
設
計
委
託
料

�

４
１
７
万
円

　
文
化
会
館
の
舞
台
照
明
設

備
が
老
朽
化
し
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
改
修

工
事
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

議
会
改
革
に
取
り
組
む

　
扶
桑
町
議
会
で
は
、
議
会

運
営
委
員
会
が
住
民
の
方
に

分
か
り
や
す
く
、
議
会
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
議
会
改
革
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
改
正
、
請
願
や
陳
情
な
ど
27
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
等
の
概
要

補
正
予
算
等
の
概
要

長引く不況等により

個人町民税が約2億円の減額

扶桑幼稚園運動会

議会運営委員会
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あなたも議会を
傍聴してみませんか
定例会は来月
12月です

詳しくは議会事務局まで
TEL 93-1111　内線322

12月定例会の日程（予定日）
12月2日㈭ 開会・提案説明
12月8日㈬ 一般質問
12月10日㈮ 一般質問
12月13日㈪ 議案質疑
12月14日㈫ 福祉建設常任委員会
12月15日㈬ 総務文教常任委員会
12月21日㈫ 委員長報告・討論・採決・閉会

条
例
等
の
主
な
内
容
と
結
果

扶桑町交通安全条例の一部を改正
飲酒運転根絶に向け

扶
桑
町
交
通
安
全
条
例
の
一

部
改
正

　
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、

町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

を
守
る
た
め
に
改
正
す
る
条

例
で
す
。

�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

扶
桑
町
精
神
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
一
部
改
正

　
精
神
障
害
者
医
療
費
の
助

成
枠
拡
大
に
伴
い
、
改
正
す

る
条
例
で
す
。

�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

第
６
期
扶
桑
町
分
別
収
集
計

画
　
分
別
収
集
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
最
終
処
分
場
を
削
減

し
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
促

進
す
る
目
的
で
、
住
民
・
事

業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
具
体
的

な
推
進
方
策
を
明
ら
か
に
す

る
と
共
に
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の
で

す
。
�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

公
共
下
水
道
汚
水
幹
線
工
事

（
扶
桑
第
５
ー
１
号
幹
線
）

請
負
契
約
の
締
結

　
扶
桑
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
審
査
す
る
も

の
で
す
。

請
負
金
額　
６
９
３
０
万
円

完
了
年
月
日

　
　
平
成
23
年
３
月
15
日

請
負
契
約
者

　
大
日
本
土
木
株
式
会
社

名
古
屋
支
店

契
約
の
方
法

　
７
名
の
制
限
付

一
般
競
争
入
札　

�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

請
願
・
陳
情
の
結
果

■
30
人
以
下
学
級
の
実
現
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

�

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
公
共
事
業
を
防
災
・
生
活

関
連
予
算
に
転
換
し
、
国

道
41
号
の
国
に
よ
る
整

備
・
管
理
に
つ
い
て
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

�

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

　
　
　
［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

�

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、学
費
の
公
私
格

差
を
是
正
す
る
た
め
に
市

町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

　
［
賛
成
２
人
反
対
13
人

�

で
不
採
択
］

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
賛
成
全
員
で
同
意

　
長
瀬　
喜
久
男　
さ
ん

　
扶
桑
町
大
字
高
雄
在
住

８
月
臨
時
会
を
開
催

　
８
月
19
日
（
木
）
に
臨
時

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

請
負
金
額　

　
　
５
億
３
０
２
５
万
円

完
了
年
月
日

　
　
平
成
23
年
８
月
31
日

請
負
契
約
者

　
岐
建
株
式
会
社名

古
屋
支
店

契
約
の
方
法

　
21
名
の
制
限
付

　
　
　
　
一
般
競
争
入
札

［
賛
成
13
人
反
対
２
人
で
可
決
］

下水道工事か所（高木東地内）

分別収集（高木西）



●8ふそう議会だより 第２０2号/平成22年11月１日

一般質問

日本共産党

小林　明　議員

国と地方の上下関係をなくすもの答

地域主権改革と
一括交付金の認識

国
の
責
任
を
地
方
に
押
し
付

け
財
源
削
減
が
狙
い

　
　
か
つ
て
の
小
泉
内
閣
の

「
地
方
分
権
」「
三
位
一
体

の
改
革
」
と
今
の
民
主
党
政

権
の「
地
域
主
権
改
革
」「
一

括
交
付
金
」
は
、
基
本
的
に

は
中
身
は
変
わ
ら
な
い
。

「
地
域
主
権
」
と
い
う
名
で

「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地

方
で
」
と
国
の
や
る
べ
き
仕

事
を
地
方
に
押
し
付
け
、

「
ヒ
モ
つ
き
補
助
金
を
な
く

し
、
一
括
交
付
金
に
す
れ
ば

国
の
財
源
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
地
方
の
財
源

を
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

町
長
の
見
解
は
。

　
　
地
域
主
権
改
革
は
、
国

と
地
方
の
上
下
関
係
を
な
く

し
、
対
等
の
立
場
で
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
。

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
、

地
方
を
活
性
化
さ
せ
る
。
一

括
交
付
金
は
ヒ
モ
つ
き
補
助

金
を
な
く
し
、
地
方
の
自
由

裁
量
の
拡
大
に
な
る
。

言
葉
に
ご
ま
か
さ
れ
な
い
で

事
実
で
判
断
を

　
　
ヒ
モ
つ
き
と
言
う
が
社

会
保
障
の
補
助
金
が
７
割
以

問答問

上
を
占
め
、
こ
れ
を
な
く
す

こ
と
は
国
の
社
会
保
障
に
対

す
る
責
任
を
放
棄
す
る
こ
と

だ
。
言
葉
に
ご
ま
か
さ
れ
な

い
で
、
事
実
で
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
一
括
交
付
金
の
総
額
が

減
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

の
助
成
は

　
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
に
助
成
す
る
こ
と
を
６
月

定
例
議
会
で
も
求
め
た
が
。

　
　
町
村
会
で
定
期
予
防
接

種
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。

国
の
方
向
性
を
考
慮
し
、
き

ち
ん
と
検
討
す
る
。

住
民
犠
牲
の
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
見
直
せ

　
　
小
泉
構
造
改
革
路
線
に

沿
っ
て
、
扶
桑
町
も
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
住
民

負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
を
強
行
し
て
き
た
。
こ
の

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期

限
が
過
ぎ
た
た
め
、
新
た
に

22
年
か
ら
24
年
ま
で
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
住

民
い
じ
め
の
町
政
を
推
進
し

答問答問

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
方

向
に
見
直
す
べ
き
だ
が
。

　
　
住
民
福
祉
増
進
を
基
に

し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

答

国
保
税
１
世
帯
２
万
円
の

　
　
　
　
　
引
き
下
げ
は
可
能

　
　

３
年
間
の
運
用
で
見
直
し

答
　
　
平
成
21
年
度
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
２
億
１

８
７
７
万
円
の
黒
字
に
な
っ

た
。
21
年
度
の
１
年
間
だ
け

で
も
９
８
０
０
万
円
の
黒
字

で
あ
り
、
１
世
帯
当
た
り
２

万
円
の
引
き
下
げ
が
可
能
。

引
き
下
げ
す
べ
き
だ
が
。

　
　
３
年
程
度
の
運
用
で
引

き
下
げ
が
可
能
か
ど
う
か
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。

問答

消
え
て
い
る
道
路
標
示

　
　
道
路
標
示
が
各
所
で
消

え
て
い
る
。
交
通
事
故
死
が

多
い
愛
知
県
で
こ
ん
な
こ
と

を
放
置
し
て
よ
い
と
思
う
か
。

　
　
町
の
管
理
す
る
交
差
点

マ
ー
ク
は
順
次
補
修
す
る
。

公
安
委
員
会
が
管
理
す
る
道

路
標
示
は
県
に
補
修
を
要
請

し
て
い
る
。

問答

「とまれ」の標示が消えた道路

住民課国民健康保険窓口
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一般質問

　
　
子
ど
も
達
は
、
一
日
の

大
半
を
学
習
や
生
活
の
場
と

し
て
学
校
で
過
ご
す
。
環
境

教
育
や
健
康
的
で
快
適
な
学

習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の

取
組
み
は
。

　
　
校
舎
の
耐
震
化
を
優
先

し
て
進
め
て
き
た
。
新
し
い

学
校
給
食
調
理
場
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
す
る
。
高
雄
小

学
校
で
は
、
万
博
の
廃
材
を

活
用
し
、
教
室
の
内
装
に
使

用
し
た
。
他
に
も
、
ど
ん
ぐ

り
の
植
樹
な
ど
を
し
て
い
る
。

扶
桑
中
学
校
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
ー
ブ
運
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

大
学
卒
業
後
、
３
年
間
は

「
新
卒
」
扱
い
に

　
　
就
職
留
年
が
増
え
て
い

る
。
新
卒
要
件
の
緩
和
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
卒
業
後
３
年
間
は
「
新

卒
」
で
採
用
で
き
る
と
よ
い

と
思
う
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

も
奨
励
金
支
給
制
度
を
検
討

し
て
い
る
。

問答問答

町
内
の
完
全
地
デ
ジ
化
は

　
　
平
成
23
年
７
月
24
日
正

午
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了

す
る
。
補
償
解
除
の
ト
ラ
ブ

ル
や
完
全
地
デ
ジ
化
に
向
け

た
取
組
み
は
。

　
　
地
デ
ジ
の
相
談
は
こ
れ

ま
で
に
75
件
あ
っ
た
。
総
務

省
で
は
受
信
機
を
支
給
し
、

受
信
障
害
を
確
認
で
き
る
機

材
の
貸
し
出
し
も
さ
れ
る
。

問答

完
全
地
デ
ジ
化
を
促
進
す
る

た
め
、
広
報
で
も
周
知
に
努

め
る
。

空
き
家
の
適
正
管
理
を

　
　
防
災
・
防
犯
の
視
点
か

ら
空
き
家
を
適
正
管
理
す
る

条
例
の
制
定
は
。

　
　
扶
桑
町
空
き
地
の
雑
草

等
の
除
去
に
関
す
る
条
例
を

準
用
し
て
い
き
た
い
。

問答

元
気
な
お
年
寄
り
が
多
い
ま

ち
づ
く
り
を

　
　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

介
護
施
設
や
障
害
者
施
設
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

場
合
、
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
を
貯

め
た
人
が
、
商
品
券
等
に
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を

導
入
し
て
ど
う
か
。

　
　
ま
だ
、
県
内
で
の
導
入

は
進
ん
で
い
な
い
と
思
う
。

住
民
の
立
場
で
、
騒
音
問
題

の
解
決
を

　
　
南
山
名
の
騒
音
問
題
が

一
向
に
解
決
し
な
い
。
町
当

局
は
発
生
事
業
者
に
ど
う
指

導
し
て
い
る
か
。

　
　

昨
年
８
月
調
査
し
た
。

破
砕
機
は
条
例
に
よ
る
届
け

出
を
必
要
と
し
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
音
は
基
準

値
を
超
え
て
お
り
、
現
在
、

南
側
の
機
械
に
テ
ン
ト
を
張

り
作
業
し
て
い
る
。
騒
音
防

止
に
向
け
て
、
今
後
も
指
導

し
て
い
く
。

問答問答

公明党
伊藤伊佐夫　議員

新給食調理場に太陽光発電採用答

エコスクール化の推進を

新学校給食共同調理場完成予想図
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一般質問

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち

づ
く
り
は
。

　
　
一
日
当
た
り
の
平
均
的

な
利
用
者
が
５
千
人
以
上
で

あ
る
鉄
道
駅
お
よ
び
軌
道
停

留
所
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
な
ど
の
設
置
に
よ
る
段
差

の
解
消
を
は
じ
め
と
し
た
移

動
等
円
滑
化
を
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
平
成
16

年
３
月
に
策
定
し
た
「
扶
桑

町
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

計
画
」
に
基
づ
き
、
町
内
に

お
け
る
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
移
動
の
確
保
に
向
け
て

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
整
備
を
推
進
し
、
民
間
施

設
に
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

誘
導
し
て
い
る
。

問答

　
扶
桑
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設

置
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い

る
が
柏
森
駅
整
備
事
業
が
完

了
し
た
ば
か
り
で
、
整
備
を

推
進
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
は
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
き
な
が
ら
、

扶
桑
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
検
討
し
た
い
。

　
　
白
内
障
手
術
へ
の
保
険

適
用
は
。

　
　
現
在
、
白
内
障
の
治
療

は
、
白
内
障
で
濁
っ
た
水
晶

体
を
摘
出
し
、
そ
の
代
わ
り

に
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
す
る

手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
費
用
は
保
険
適
用
と

な
っ
て
お
り
、
白
内
障
を
罹

患
さ
れ
た
方
の
負
担
は
軽
減

さ
れ
て
い
る
。

　
　
医
療
と
介
護
の
負
担
額

を
軽
減
す
る
こ
と
は
。

　
　
同
じ
世
帯
で
、
国
民
健

康
保
険
や
協
会
け
ん
ぽ
な
ど

の
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
が
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担

額
と
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
自
己
負
担
額

が
高
額
と
な
っ
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額
を
適
用

問答問答

し
た
後
、
さ
ら
に
合
算
し
て

年
額
の
限
度
額
を
超
え
た
分

が「
高
額
介
護
合
算
医
療
費
」

と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
と
な

る
場
合
は
、
住
民
課
で
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
る
。

　
　
が
ん
対
策
基
本
法
は
。

　
　
「
が
ん
対
策
基
本
法
」

の
理
念
に
は
、
が
ん
の
克
服

を
目
指
し
、
が
ん
に
関
す
る

専
門
的
・
総
合
的
な
研
究
を

推
進
し
、
予
防
・
早
期
発

見
・
検
診
・
治
療
等
、
ま
た
、

等
し
く
科
学
的
知
見
に
基
づ

く
適
切
な
が
ん
に
関
す
る
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法

は
。

　
　
被
害
者
の
救
済
策
と
し

て
、
預
金
者
保
護
の
観
点
か

ら
議
員
立
法
に
よ
り
「
偽
造

盗
難
カ
ー
ド
預
貯
金
者
保
護

法
」「
振
り
込
め
詐
欺
被
害

者
救
済
法
」
が
あ
る
。
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
の
救
済
策
で
あ

り
、
や
は
り
、
詐
欺
行
為
を

含
め
架
空
請
求
、
不
当
請
求
、

点
検
商
法
な
ど
の
悪
徳
商

法
・
悪
質
商
法
な
ど
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

問答問答

桑政クラブ
新井三郎　議員

高齢者の目線から生活を支える答

高齢者社会への支援は

扶桑駅
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一般質問

カ
ラ
ー
舗
装
の
拡
大

　
　
町
内
の
通
学
路
及
び
十

字
路
の
一
部
が
カ
ラ
ー
舗
装

さ
れ
、
児
童
の
安
全
な
通
学

が
保
た
れ
て
い
る
が
安
全
確

保
と
歩
道
整
備
の
早
期
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
、
各
校
下
の
カ
ラ
ー
舗

装
の
拡
大
の
考
え
は
。

　
　
地
域
活
性
化
、
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
通
学
路
の
路
側
帯
の
緑
色

化
交
差
点
の
赤
色
化
を
実
施

し
て
き
た
。

　
本
年
度
は
、
柏
森
地
区
を

予
定
し
て
い
る
。

　
中
学
校
周
辺
に
つ
い
て
は
、

学
校
側
と
調
整
し
、
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
の
看
板
の
設
置
数
と
黄

色
の
旗
の
配
布
枚
数
は
。

　
　
こ
ど
も
の
緊
急
時
の
駆

け
込
み
場
所
と
し
て
、
町
内

に
52
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
委
嘱
期
間
は
３
年
で
、
満

了
時
に
は
、
犬
山
署
が
継
続

の
確
認
を
し
、
延
長
し
て
い

る
。

　

黄
色
い
旗
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
も
と
、
周

辺
の
家
庭
に
依
頼
し
て
い
る
。

問答問答

配
布
地
区
に
つ
い
て
は
、
柏

森
84
枚
、
山
名
82
枚
、
扶
桑

東
１
８
０
枚
で
あ
る
。

　
　
学
校
、
警
察
に
通
報
す

る
対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
警
察
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
事
業
所
に
は
、「
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
が
配
布
さ
れ
、

黄
色
の
家
に
は
、
配
布
時
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

問答

体
育
施
設
の
管
理
状
況
は

　
　
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
年

間
使
用
料
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
使
用
料
が
整
備
、
管
理

に
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　

北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

主
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

21
年
度
は
、
利
用
数
が
、

１
万
７
０
１
７
人
で
、
使
用

問答

料
は
19
万
１
８
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
体
育
施
設
管
理
費

に
充
当
し
て
い
る
。

計
画
的
な
整
備
体
制
を

　
　
最
近
、
北
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
除
草
管
理
が
十
分
で
は

な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
。

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ

い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
、
除
草
年
４
回
、

剪
定
年
４
回
、
草
刈
り
年
３

回
、
お
願
い
し
て
い
る
が
、

天
候
に
よ
り
、
十
分
と
は
言

え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
各
種

大
会
の
整
備
状
況
に
合
わ
せ

て
、
実
施
を
考
え
て
い
る
。

問答

桑政クラブ
千田成年　議員

今後、検討し進める答

通学路のカラー舗装の拡大を

扶桑北中付近の交差点

北部グラウンド駐車場
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一般質問

　
　
一
世
帯
２
８
５
０
円
の

内
訳
。
画
一
的
で
は
な
く
、

実
績
に
応
じ
た
自
治
振
興
費

に
す
る
こ
と
は
。
来
年
度
か

ら
の
公
民
館
建
設
費
補
助
金

は
。

　
　
交
付
金
は
、
扶
桑
町
駐

在
員
設
置
規
則
第
２
条
に
定

め
る
地
域
に
、
４
月
１
日
現

在
の
世
帯
数
に
２
８
５
０
円

を
乗
じ
、
資
源
ご
み
等
集
積

所
１
箇
所
７
６
０
０
円
を
加

え
た
額
で
４
月
と
10
月
に
交

付
し
て
い
る
。

　

２
８
５
０
円
の
内
訳
は
地

域
自
治
活
動
事
業
１
１
１
５

円
、
地
域
敬
老
事
業
２
４
０

円
、
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み

分
別
収
集
事
業
９
１
０
円
、

女
性
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
事
業

95
円
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
４
９
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
昭
和
61
年
度
か
ら
施
行

し
、
平
成
12
年
度
か
ら
２
８

５
０
円
を
交
付
基
礎
額
と
し

て
い
る
。

　
画
一
的
な
交
付
金
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治

会
が
行
う
事
業
に
対
し
、
町

は
評
価
し
に
く
く
、
自
治
会

は
大
小
様
々
あ
り
、
現
行
の

地
域
人
口
規
模
に
応
じ
る
方

問答

式
が
良
い
と
考
え
、
今
後
も

従
来
ど
お
り
続
け
て
い
く
。

　
地
域
公
民
館
建
築
費
補
助

金
は
建
築
、
改
築
・
改
造
経

費
の
３
分
の
１
で
、
10
万
円

以
上
５
０
０
万
円
以
内
で
補

助
す
る
も
の
で
、
建
設
・
全

面
改
築
で
県
補
助
金
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
２
０
０
万

円
を
限
度
と
し
補
助
す
る
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
宝
く

じ
地
域
振
興
助
成
事
業
は
、

現
在
事
業
仕
分
け
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
来
年
度

は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
と
地
域
の

連
携
に
つ
い
て
。

　
　
教
育
基
本
法
・
第
13
条

の
規
定
。
教
育
振
興
基
本
計

画
「
横
」
の
連
携
。「
地
域

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
へ
の
見

解
は
。

　
　
平
成
18
年
教
育
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
の
あ
る
べ
き
姿
、
目
指

す
べ
き
理
念
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。

　
第
13
条
で
は
「
学
校
、
家

庭
及
び
地
域
住
民
等
が
教
育

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
自
覚
し
、
相
互
の

連
携
及
び
協
力
に
努
め
る
こ

と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
振
興
基
本
計
画
で
の

「
横
」
の
連
携
と
は
教
育
に

対
す
る
社
会
全
体
の
連
携
の

こ
と
で
あ
る
。

　
「
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」
は
東
京
都
が
始
め

た
シ
ス
テ
ム
で
、
本
町
で
は

形
態
は
違
う
が
人
材
登
録
バ

ン
ク
制
度
・
小
学
校
の
外
国

語
活
動
・
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
開
設
・
学
校
評
議
員
制

度
等
を
導
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

　
　
住
宅
用
太
陽
光
（
熱
利

用
）
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

の
状
況
は
。

　
　
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
補
助
金

の
申
請
は
８
月
31
日
現
在
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
49
件
、

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
８
件

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
受
付
て
い
く
。

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
公

共
下
水
道
工
事
は
。

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
ワ

ン
ス
パ
ン
は
、
平
成
23
年
４

月
１
日
供
用
開
始
予
定
で
あ

る
。

　
　
高
雄
調
節
池
の
池
底
利

用
は
。

　
　
池
底
・
空
間
の
有
効
利

用
は
、
青
木
川
流
水
の
関
係

で
で
き
な
い
。
ビ
オ
ト
ー
プ

設
置
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

問答問答問答

高木東公民館

高雄調節池

今後も従来どおり続ける答

交付金・地域自治振興費は

桑政クラブ
浅井捷史　議員
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一般質問

　
　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
健
康
で
豊
か
な
知
識
・
経

験
・
技
術
が
あ
り
、
仕
事
や

地
域
活
動
を
通
し
て
さ
ら
に

社
会
に
関
わ
り
を
持
ち
続
け

た
い
、
と
考
え
る
高
齢
者
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
様
々
な
社
会
活
動
に
参
加

し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の

自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

　
　
公
共
施
設
の
物
的
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
し
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
移

動
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
。

　
巡
回
バ
ス
は
当
町
の
特
性

か
ら
必
要
性
が
薄
く
、
タ
ク

シ
ー
助
成
券
が
有
効
、
適
切

で
あ
る
。

　

歩
道
の
段
差
を
な
く
し
、

側
溝
の
ふ
た
の
ガ
タ
つ
き
解

消
の
た
め
に
危
険
な
と
こ
ろ

か
ら
整
備
を
し
て
い
く
。

新
愛
岐
大
橋
は
白
紙
撤
回
を

　
　
新
愛
岐
大
橋
建
設
を
地

域
住
民
に
説
明
し
て
７
年
、

愛
知
県
は
毎
年
予
算
を
計
上

す
る
も
の
の
、
地
元
へ
の
説

明
が
な
い
。
説
明
会
の
開
催
、

岐
阜
県
側
の
進
捗
状
況
、
愛

問答問

知
県
の
計
画
は
、
そ
し
て
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
岐
阜
県
は
調
査
設
計
が

完
了
し
、
78
・
４
％
用
地
買

収
が
済
ん
で
い
る
。

　
愛
知
県
は
現
況
測
量
が
行

わ
れ
、
諸
問
題
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
が
ま
と
ま
り

次
第
、
説
明
会
を
開
く
。
下

流
の
橋
が
で
き
て
も
新
橋
の

計
画
に
影
響
は
な
く
、
広
域

的
に
重
要
で
あ
る
。

な
い
の
は
扶
桑
町
だ
け

　
　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

健
全
な
遊
び
を
与
え
、
健
康

答問

を
増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
の
が
児
童
館
で
あ
る
。

　
近
隣
市
町
で
な
い
の
は
扶

桑
町
だ
け
で
あ
る
が
、
児
童

館
の
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
、

県
の
方
針
、
町
の
考
え
、
計

画
は
ど
う
か
。

　
　
児
童
厚
生
施
設
と
し
て

の
児
童
館
の
役
割
は
十
分
に

承
知
し
て
い
る
。
県
は
「
愛

知
は
ぐ
み
ん
プ
ラ
ン
」
の
中

で
児
童
館
の
役
割
を
記
載
し

て
い
る
が
、
施
設
整
備
に
は

全
く
触
れ
て
い
な
い
。
子
育

て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

答

焦
点
を
当
て
総
合
的
に
検
討

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

高
齢
者
の
所
在
確
認
は

　
　
高
齢
者
所
在
不
明
問
題

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
日

本
の
社
会
保
障
制
度
の
貧
し

さ
に
対
す
る
最
弱
者
の
悲
鳴

で
あ
る
。
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
土
地
で
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
自
治
体
が
責
任
を
果

た
し
、
憲
法
25
条
で
保
障
さ

れ
た
生
存
権
を
実
現
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
年
々
増
加
し
て
い
く
高
齢

者
の
生
活
と
福
祉
・
人
権
を

守
る
の
は
行
政
の
責
務
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
の
存
在
意

義
を
問
わ
れ
る
重
大
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
高
齢
者
を
見
守
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
本
町
に
は
百
歳
以
上
の

方
が
６
名
み
え
る
が
所
在
は

確
認
済
み
で
あ
る
。
今
後
は

敬
老
観
劇
会
の
入
場
券
配
布

の
折
に
、
90
歳
以
上
の
方
に

は
直
接
面
談
を
す
る
方
法
を

強
化
す
る
。

　
敬
老
祝
い
金
の
復
活
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問答

日本共産党
髙木義道　議員

人にやさしい街づくりを推進答

行政が手がけるバリアフリーは

放課後児童クラブ（扶桑東学習等供用施設）
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一般質問

高
雄
小
学
校
の
一
般
開
放

プ
ー
ル
利
用
状
況
は

　
　
広
報
ふ
そ
う
７
月
号
の

高
雄
小
学
校
一
般
開
放
プ
ー

ル
利
用
の
案
内
で
、
８
月
１

日
か
ら
８
月
29
日
ま
で
一
般

開
放
す
る
旨
の
記
事
が
載
っ

て
い
た
が
、
期
間
中
の
利
用

者
数
、
利
用
者
年
齢
等
は
。

　
　
高
雄
小
学
校
プ
ー
ル
の

一
般
開
放
は
、
学
校
給
食
共

同
調
理
場
建
設
に
伴
い
、
町

民
プ
ー
ル
の
25
ｍ
プ
ー
ル
の

代
替
え
と
し
て
今
年
度
新
た

に
始
め
た
。

　
利
用
者
数
は
、
開
放
期
間

８
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
26

日
間
で
、
小
学
生
６
８
５

人
・
中
学
生
12
人
・
高
校
生

13
人
・
一
般
58
人
の
利
用

（
う
ち
、
高
雄
小
学
校
の
児

童
５
９
２
人
利
用
）
が
あ
っ

た
。

　
　
広
報
ふ
そ
う
７
月
号
に

「
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
転
車
及
び
徒
歩
に
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
高
雄
小

学
校
周
辺
道
路
は
、
自
転
車

及
び
歩
行
者
専
用
道
路
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
記
載

さ
れ
て
い
た
が
、
学
校
東
側

の
道
路
か
ら
学
校
敷
地
に
駐

問答問

車
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、
な
ぜ
高
雄
小
学
校
の
駐

車
場
は
利
用
で
き
な
か
っ
た

の
か
、
学
校
周
辺
の
道
路
規

制
に
つ
い
て
、
夏
休
み
期
間

中
の
規
制
解
除
等
、
関
係
機

関
と
の
話
し
合
い
は
な
さ
れ

た
の
か
。

　
　
学
校
東
側
道
路
か
ら
の

駐
車
場
は
、
出
勤
す
る
先
生

の
駐
車
場
と
し
て
い
る
の
で

一
般
開
放
は
し
て
い
な
い
。

　
学
校
周
辺
道
路
規
制
に
つ

い
て
は
夏
休
み
・
プ
ー
ル
一

般
開
放
期
間
限
定
で
の
規
制

解
除
を
打
診
し
た
が
許
可
を

も
ら
え
な
か
っ
た
。

　
　
高
雄
小
学
校
プ
ー
ル
一

般
開
放
は
、
町
民
プ
ー
ル
25

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
代
替
え

と
し
て
始
め
た
も
の
で
あ
り
、

全
町
民
の
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
高
雄
小
学
校
プ
ー
ル

を
選
択
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、

現
状
は
地
元
地
域
利
用
で
あ

る
こ
と
は
歪
め
な
い
事
実
で

あ
る
。

　
町
民
に
あ
る
程
度
平
等
な

利
用
機
会
を
与
え
る
に
は
駐

車
場
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
車
で
の
移
動
を
可
能
に

す
る
か
、
他
校
の
プ
ー
ル
利

答問

用
開
放
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
か
。

　
　
高
雄
小
学
校
プ
ー
ル
一

般
開
放
は
、
全
町
民
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
と

し
て
、
各
小
学
校
の
プ
ー
ル

施
設
の
規
模
・
利
用
形
態
等

答

を
考
慮
し
、
高
雄
小
学
校

プ
ー
ル
を
選
択
し
た
。

　
従
っ
て
今
後
に
お
い
て
も

各
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

高
雄
小
学
校
の
駐
車
場
利
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を

し
て
い
く
。

桑政クラブ
千田鉄朗　議員

平等に利用できるよう検討する答

高雄小学校プール開放の方針は

高雄小学校プール
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一般質問

桑政クラブ
間宮進示　議員

一般住宅・店舗・工場等が増加している答

市街化調整区域の
新築住宅の状況は

　
　
扶
桑
町
西
部
の
畑
作
地

帯
は
木
曽
川
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
砂
壌
土
で
、
他
の
地
域

に
は
無
い
深
い
耕
作
土
に

よ
っ
て
扶
桑
特
産
の
守
口
大

根
を
始
め
、
根
菜
類
の
栽
培

に
最
適
な
土
地
で
あ
る
。
し

か
し
近
年
、
市
街
化
調
整
区

域
に
新
築
住
宅
が
増
え
優
良

な
農
地
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し

て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
理
由
で
建
築
許
可
が
出
て

い
る
の
か
。

　
　
扶
桑
町
で
は
昭
和
45
年

に
最
初
の
線
引
き
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
何
度
か
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
在
で
は
市
街
化

区
域
が
４
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

市
街
化
調
整
区
域
が
７
１
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
市
街

化
を
抑
制
す
る
区
域
と
し
て

位
置
付
け
さ
れ
、
例
外
的
に

建
築
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と

し
て
、
日
常
生
活
用
の
店
舗
、

農
林
水
産
業
用
の
施
設
、
流

通
業
務
施
設
や
地
域
振
興
の

た
め
の
工
場
、
ま
た
は
、
愛

知
県
開
発
審
査
基
準
に
定
め

が
あ
る
農
家
等
の
分
家
住
宅

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

問答

　
市
街
化
調
整
区
域
内
で
新

築
家
屋
が
多
く
な
い
か
と
の

指
摘
に
対
し
て
建
築
許
可
数

は
平
成
19
年
度
で
は
72
件
、

う
ち
分
家
住
宅
は
25
件
、
平

成
20
年
度
で
は
50
件
、
う
ち

分
家
住
宅
は
25
件
、
平
成
21

年
度
で
は
42
件
、
う
ち
分
家

住
宅
は
13
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
市
街
化
区
域
で
の

新
築
件
数
は
、
平
成
19
年
は

２
１
１
件
、
平
成
20
年
は
１

２
８
件
、
平
成
21
年
は
85
件

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
農
地
の
減
少
を
食

い
止
め
優
良
農
地
を
確
保
す

る
た
め
、
農
地
転
用
規
制
の

厳
格
化
を
目
的
と
し
て
平
成

21
年
６
月
に
農
地
法
が
改
正

さ
れ
同
年
12
月
に
施
行
さ
れ

た
。
改
正
後
に
は
農
業
委
員

会
の
講
習
会
を
行
う
な
ど
、

農
地
制
度
の
適
正
な
執
行
と

法
令
事
務
等
の
審
議
の
透
明

性
の
確
保
に
取
り
組
み
、
不

適
正
な
転
用
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
見

直
し
時
期
は
。

　
　
線
引
き
見
直
し
は
10
年

に
一
度
行
わ
れ
、
今
年
度
が

そ
の
年
と
な
っ
て
い
る
。

問答

　
市
街
化
区
域
編
入
に
は
各

種
条
件
が
あ
り
、
そ
の
条
件

が
全
て
満
た
さ
れ
、
市
街
化

区
域
編
入
を
希
望
し
た
地
区

が
可
能
と
な
る
。
現
在
、
市

街
化
区
域
に
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
遊
休
地
が
あ
り
、

市
街
化
区
域
編
入
は
難
し
い
。

　
　
旧
学
校
給
食
調
理
場
跡

地
利
用
の
検
討
は
。

　
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

各
部
署
か
ら
調
理
場
跡
地
等

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
と
し

問答

て
13
名
の
職
員
に
よ
る
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
問
題
点
を
精

査
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性

を
探
究
し
て
い
る
。

　
今
の
施
設
は
建
築
後
40
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
耐
震

工
事
も
未
施
行
で
あ
り
、
問

題
点
が
多
い
の
で
取
り
壊
し

が
合
理
的
と
考
え
る
。

　

跡
地
に
つ
い
て
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
す

る
。

取り壊しが行われる現在の学校給食共同調理場
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一般質問

　
　
町
の
財
政
状
況
で
は
施

設
の
更
新
コ
ス
ト
に
充
て
ら

れ
る
財
源
は
限
定
さ
れ
、
建

築
物
の
寿
命
を
少
し
で
も
延

ば
す
た
め
の
予
防
保
全
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
で
、
利

用
計
画
、
財
政
計
画
、
維
持

管
理
計
画
を
統
合
し
た
「
公

共
施
設
整
備
・
再
編
計
画
」

策
定
に
向
け
現
状
把
握
の
た

め
の
基
礎
調
査
が
進
ん
で
い

る
が
、
調
査
業
務
の
内
容
は
。

　
　
建
築
経
過
年
数
、
構
造
、

過
去
の
大
規
模
改
修
、
設
備

の
修
繕
状
況
、
利
用
者
数
や

維
持
管
理
費
等
の
基
礎
デ
ー

タ
の
整
理
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
利
用
者
の
満
足
度
な

ど
を
把
握
し
各
施
設
の
カ
ル

テ
と
し
て
取
り
ま
と
め
計
画

の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

の
視
点
と
基
本
的
な
考
え
方

は
。

　
　
こ
れ
ま
で
耐
震
化
を
第

一
優
先
に
進
め
て
き
た
が
、

今
後
は
財
政
面
と
住
民
ニ
ー

ズ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
の
バ
ラ
ン
ス
に
視
点
を
お

き
、
施
設
の
耐
用
年
数
、
劣

化
の
現
状
、
利
用
状
況
、
維

問答問答

持
管
理
費
等
を
総
合
的
に
検

討
し
、
施
設
の
長
寿
化
を
図

り
つ
つ
町
全
体
で
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
　
計
画
策
定
目
標
年
次
と

計
画
期
間
は
。

　
　
来
年
度
中
に
県
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
基
法
事
業
を

活
用
し
策
定
し
た
い
。
計
画

期
間
は
短
期
的
な
も
の
５
年
、

最
終
10
年
を
考
え
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
整
備
・
再
編

計
画
の
「
再
編
」
の
考
え
方

は
。

　
　
将
来
的
な
町
全
体
の
施

設
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
示
す
も
の
と
す
る
た
め
、

整
備
を
し
な
が
ら
の
現
状
利

用
、
用
途
変
更
、
統
合
廃
止

な
ど
に
よ
る
再
編
と
い
っ
た
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ

ず
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
住
民
意
見
の
反
映
は
。

　
　
住
民
の
意
見
を
反
映
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
活
用

し
な
が
ら
計
画
策
定
す
る
。

　
　
施
設
整
備
の
全
庁
的
一

元
管
理
は
。

　
　
今
後
の
町
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
財
政
的
な
負
担

問答問答問答問答

も
大
き
く
、
全
体
を
網
羅
し

た
計
画
的
な
実
施
が
適
切
と

の
考
え
の
も
と
、
整
備
・
再

編
計
画
の
策
定
を
進
め
、
そ

の
後
の
デ
ー
タ
等
は
一
元
管

理
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、

個
々
の
施
設
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
財
産
と
し

て
の
特
性
や
職
員
配
置
等
の

問
題
も
あ
り
、
現
状
の
体
制

で
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
財
政
負
担
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
今
後
10
年
間
の

経
費
見
積
り
は
。

問

　
　
３
年
ロ
ー
リ
ン
グ
の
実

施
計
画
で
進
め
て
お
り
、
現

段
階
で
は
全
施
設
の
経
費
試

算
は
で
き
て
い
な
い
。
施
設

の
老
朽
化
状
況
、
過
去
の
改

修
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基

礎
調
査
の
中
で
整
理
し
、
整

備
・
再
編
計
画
策
定
に
お
い

て
施
設
の
あ
り
方
と
共
に
今

後
の
経
費
に
つ
い
て
も
見
積

り
、
最
終
的
に
は
示
す
よ
う

進
め
て
い
く
。

答

桑政クラブ
児玉孝明　議員

カルテの一元管理と
今後の経費も示す

答

「公共施設整備・再編計画」
の内容は

昭和42年に建てられた役場庁舎
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一般質問

早期の抜本対策はないが、
雨水対策など検討する

答

雨が降るたびに氾濫する青木川
30年後の計画でいいか

民主党
矢嶋惠美　議員

　
　
今
夏
、
短
期
集
中
型
の

雨
が
何
回
も
降
り
、
そ
の
都

度
、
青
木
川
は
、
氾
濫
冠
水

の
連
続
で
、
住
民
は
毎
回
苦

労
を
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
打
開
で
き
る
手
立
て
は
30

年
後
の
計
画
で
あ
る
と
聞
く

が
、
そ
れ
ま
で
に
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
安
心
安
全

な
生
活
を
保
障
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
県
や
国
に
ど
の

よ
う
に
働
き
か
け
る
か
、
早

期
に
町
と
し
て
の
対
策
は
あ

る
か
。

　
　
頻
繁
に
起
き
る
青
木
川

周
辺
の
氾
濫
地
域
に
は
心
を

痛
め
て
い
る
。
愛
知
県
に
は
、

強
く
早
期
の
河
川
改
修
を
陳

情
・
要
望
を
し
て
い
る
が
、

問答

長
い
年
月
が
か
か
る
。
早
期

対
策
と
し
て
の
抜
本
的
な
も

の
は
な
く
、
町
と
し
て
更
に

何
が
あ
る
か
今
後
も
い
ろ
い

ろ
検
討
し
て
い
く
。

　
　
全
国
４
か
所
の
特
定
河

川
流
域
に
指
定
さ
れ
て
、
浸

水
被
害
対
策
計
画
で
示
し
て

い
る
町
の
雨
水
貯
留
量
と
達

成
量
は
。

　
　
地
域
別
総
合
貯
水
量
の

割
り
当
て
貯
水
量
は
、
約
10

万
ト
ン
で
そ
の
内
６
万
ト
ン

の
対
応
が
で
き
て
い
る
。

　
　
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
新

し
い
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
使
い
周
辺
地
域
の
生

活
の
安
心
を
県
と
相
談
し
検

討
し
て
は
。

問答問

　
　
利
便
性
の
向
上
を
図
る

よ
う
検
討
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
早

期
建
設
を

　
　
ご
み
の
減
量
は
住
民
の

協
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
、

来
年
度
に
向
け
早
期
に
利
用

し
や
す
い
回
収
拠
点
整
備
を
。

　
　
必
要
性
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
も
聞
き
利
便
性

等
を
踏
ま
え
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
跡
地
利
用
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
子
育
て
交

流
の
場
所
が
要
る
の
で
は

　
　
父
・
母
・
子
・
高
齢
者

等
が
い
つ
で
も
（
土
日
）
誰

も
が
身
近
な
地
域
の
中
で
支

え
合
い
交
流
で
き
る
居
場
所

の
確
保
が
大
事
と
思
う
が
。

　
　
現
在
は
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
２
か
所
あ
る
。
さ

ら
に
総
合
的
拠
点
は
難
し
い
。

地
域
で
親
子
、
高
齢
者
等
、

世
代
を
越
え
た
居
場
所
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
、
複
合
的
活
動
を
そ

れ
ぞ
れ
や
っ
て
い
く
。
具
体

的
な
器
等
は
児
童
館
も
含
め

検
討
し
て
い
く
。

答問答問答

新
愛
岐
大
橋
建
設
計
画
ど
う

な
っ
た

　
　
岐
阜
県
側
の
進
捗
状
況

と
、
長
年
何
の
話
し
合
い
も

な
い
が
、
地
元
住
民
へ
の
説

明
は
。

　
　
橋
そ
の
も
の
は
岐
阜
県

側
の
施
工
で
進
め
、
愛
知
県

側
は
取
り
付
け
道
路
を
進
め

る
計
画
。
広
域
的
経
済
発
展

と
地
域
の
活
性
化
も
考
え
、

地
元
へ
は
説
明
を
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

新
ご
み
処
理
場
計
画
、
情
報

を
公
開
し
て

　
　
新
ご
み
処
理
場
建
設
予

定
地
に
に
小
牧
市
、
岩
倉
市

や
、
地
元
住
民
反
対
が
あ
る

と
聞
く
が
。

　
　

２
市
２
町
で
決
定
し
た

こ
と
で
、
推
進
し
て
い
く
。

地
元
５
地
区
に
説
明
会
開
催

に
向
け
、
努
力
を
し
て
い
く
。

　
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
名
で
は

焼
却
処
理
施
設
に
な
っ
て
い

る
が
、
処
理
方
法
ま
で
決

ま
っ
て
い
る
か
。

　
　
当
初
は
つ
い
て
い
た
が
、

現
在
は
「
焼
却
」
と
い
う
名

前
は
つ
い
て
な
い
。

問答問答問答

大雨で冠水した青木川（斎藤地内）
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一般質問

　
　
江
戸
町
長
が
就
任
さ
れ

て
６
年
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ま
れ
た
町
長
の
精
神
が
、

徐
々
に
行
政
運
営
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ 

ッ
ク
や
ギ
リ
シ
ャ
シ
ョ
ッ
ク

以
来
、
経
済
情
勢
は
非
常
に

不
安
定
な
状
況
と
な
り
、
本

町
の
財
政
運
営
に
も
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
ま
で

論
じ
ら
れ
て
い
た
道
州
制
は
、

そ
の
後
、
普
天
間
や
政
治
と

金
の
問
題
等
に
か
き
消
さ
れ

た
感
が
あ
る
も
の
の
、
地
方

分
権
改
革
か
ら
地
域
主
権
改

革
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
地
域
主
権

改
革
の
現
状
と
、
今
後
の
扶

桑
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
影
響
及
び
、
今
後
の
展
望

は
。

　
　
今
年
３
月
の
地
域
主
権

戦
略
の
工
程
に
よ
れ
ば
、
昨

年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
」

に
基
づ
き
、
基
礎
自
治
体
へ

の
権
限
移
譲
を
具
体
化
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
、
現
在
は

地
域
主
権
の
法
整
備
を
進
め

て
い
る
段
階
に
あ
り
、
今
後
、

問答

徐
々
に
分
権
が
進
む
と
考
え

る
。

　
こ
の
考
え
方
の
根
本
と
な

る
も
の
は
、
国
と
地
方
自
治

体
の
関
係
を
上
下
の
関
係
か

ら
、
対
等
の
立
場
で
対
話
が

で
き
る
関
係
へ
と
転
換
し
、

地
域
の
こ
と
は
、
地
域
に
住

む
住
民
が
責
任
を
持
っ
て
決

め
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活

気
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
つ

く
る
こ
と
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
の
権
限
や
金

が
地
方
に
移
譲
さ
れ
、
地
方

の
自
由
度
が
拡
大
さ
れ
る
方

向
は
よ
い
が
、
地
方
は
権
限

を
適
切
に
行
使
し
、
税
金
を

効
果
的
に
運
用
で
き
る
の
か
、

い
わ
ゆ
る
、
地
方
に
受
け
皿

と
し
て
の
能
力
が
あ
る
の
か

が
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
県
と
県

相
互
、
あ
る
い
は
基
礎
自
治

体
間
相
互
の
補
完
関
係
を
強

化
す
る
方
向
に
動
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
具
体
的
に
は
、
広
域
で
共

同
作
業
を
す
る
と
か
、
基
礎

自
治
体
間
相
互
を
強
化
す
る

方
向
と
し
て
、
合
併
を
す
る

と
か
の
方
策
が
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
分
権
は
、
国
・
県

地
方
と
の
相
互
関
係
、
あ
る

い
は
、
地
方
行
政
と
住
民
と

の
相
互
関
係
に
お
け
る
自

助
・
共
助
・
公
助
の
補
完
性

の
重
み
を
変
え
る
こ
と
で
あ

り
、
地
域
に
適
切
な
権
限
と

予
算
を
配
分
し
て
、
地
域
自

身
が
課
題
解
決
に
当
た
る
方

向
が
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
共

助
の
部
分
を
強
化
・
活
性
化

し
な
い
と
分
権
が
住
民
に
定

着
し
た
姿
と
は
な
ら
な
い
と

思
う
。

　
最
後
に
、
厳
し
い
財
源
の

問
題
が
あ
る
が
、
地
方
に
お

け
る
歳
入
の
自
由
度
と
歳
出

の
自
由
度
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域

主
権
の
美
名
の
も
と
に
、
地

方
が
よ
り
苦
し
む
方
向
に
動

い
て
は
本
末
転
倒
だ
と
考
え

る
。

桑政クラブ
千田勝隆　議員

歳入・歳出の自由度の拡大答

地域主権とまちづくりは
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30人以下学級の実現と義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
　未来を担う子どもたちが夢や希望をもち、健やかに成長していくことは、すべての国民の切なる願いであ
る。しかし、学校現場では子どもたちの健全育成にむけて真摯に取り組んでいるものの、いじめや不登校、
非行問題行動を含めた、子どもたちをとりまく教育課題は依然として克服されていない。また、特別な支援
を必要とする子どもや日本語教育の必要な子どもたちが依然多く、適切な支援を行うための十分な時間が確
保できないなどの課題にも直面している。これらの解決にむけ、子どもたちにこれまでにも増してきめ細か
に対応するためには、学級規模の縮小は不可欠であり、標準定数法を改正し、国の財政負担と責任で学級編
制を３０人以下とすべきである。　
　また、三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国庫負担率は、２分の１から３分の１に引き下げ
られ、自治体財政を圧迫している。子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育を受
けられることが憲法上の要請であり、そのために、義務教育費国庫負担制度を堅持すること、また、国庫負
担率を２分の１へ復元することは、国が果たさなければならない大きな責任の一つである。
　よって貴職においては、平成２３年度の政府予算編成にあたり、国段階における３０人以下学級の実現と、義
務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国庫負担率２分の１への復元にむけて、十分な教育予算を確保され
るよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

提出先　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　内閣官房長官

公共事業を防災・生活関連予算に転換し、国道41号の国による
整備・管理を求める意見書

　２００７年７月の新潟中越沖地震、２００８年６月の岩手・宮城内陸地震を始めとする地震災害、台風・集中豪雨
による風水害・土砂災害は全国各地で発生し、国民の尊い命と財産が失われている。
　日本の国土は、地震や火山噴火、風水害が発生しやすく、さらに地球温暖化と市街地再開発などの影響で
気候変動が大きくなり、冬の豪雪と夏の気温上昇・豪雨が同時に発生しており、早急な災害への対応が緊急
の課題となっている。
　公共施設の維持管理面では、三重河川国道事務所が管理する国道２３号木曽川大橋でトラス部に破断が発見
され、米国ミネソタ州で発生した落橋事故のような惨劇は免れたが落橋の危険性もあったことからも維持管
理の重要性が高まっており、予算の確保を含め維持補修が重要な問題になっている。
　しかし、現在政府は、「地域主権戦略会議」などで討論しているように、「国から地方へ」と称して財源の
移譲を伴わない地方分権を推し進めている。この結果、地方の最前線で働く地方整備局と事務所・出張所が
廃止されようとしている。
　一方、現在でも、国民の安心・安全を守るための一般国道の維持管理費が削減され、防災・災害対策を始
めとした公共事業に支障をきたす状況にある。今後、膨大な管理費用がかかることが明らかな国道を地方に
移管することは、財源の保障のない中、地方に負担だけ強いるものになりかねない。
　よって、下記事項について強く要望する。

記
１．�国民の安心・安全につながる国道４１号の整備・管理は国の基本的責務であり、地方に移管することなく

国の責任において行うこと。
２．公共事業費の予算配分を防災・生活関連・維持管理に重点配分すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

提出先　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　国土交通大臣　内閣府特命（行政刷新）担当大臣

９月議会で可決した意見書９月議会で可決した意見書
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愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　私立学校は、公立学校とともに県民の教育を受ける権利を保障する上で重要な役割を担っており、県においては、学費と教
育条件の公私間格差是正と父母負担軽減を目的として、「経常費２分の１助成（愛知方式）」、「授業料助成」など、各種助成措
置を講じてきたところである。
　平成１１年度に経常費助成が総額１５％カットされ、授業料助成も対象家庭が縮小された。その後、県の私学関係予算は、国の
私学助成増額を土台に、単価では増額に転じてきたが、少子化による生徒減とも重なって、多くの学園の経営は深刻な事態と
なっている。そうした中で、昨年来、世界的不況に起因する税収減など、未曾有の財政難に直面する中、県は、苦渋の決断を
され、私学助成の今年度予算の総額を維持し、授業料助成の現行制度を堅持された。
その努力を多とするものであるが、しかし、一方で、私学経費の２分の１を助成する現行の「愛知方式」では、経費を節減す
ればするほど助成額が減額されるという矛盾をはらんでおり、これに代わる新たな助成制度の確立が急務となっている。今の
ままでは、学費と教育条件の公私格差が一層拡大していくという状況にかんがみ、「公私格差」を是正することにつながる新
たな助成制度の実現が切望される。
　また、昨今の不況が子どもを直撃し、「経済的理由」で退学したり、授業料を滞納する生徒が急増している。さらに、過重
な学費負担のために、私学を選びたくても選ぶことのできない層がますます広がり、学費の公私格差が学校選択の障害となり、
「教育の機会均等」を著しく損なっている。授業料助成は、家計の困難家庭への救済策としてばかりではなく、「学校選択の
自由」を保障する重要な教育制度となっていることにかんがみ、更に拡充すべきものと考える。
　私立高校は、生徒急増期においては、生徒収容で多大な役割を担うなど、「公私両輪体制」で県下の「公教育」を支えてき
たものであり、それは、長年にわたる県政の最重点施策でもあった。確かに、県の税収減など財政難に厳しいものがあるが、
そうした時だからこそ、公私立間で均衡のとれた財政措置をとることが求められている。
　貴職におかれては、父母負担の軽減と教育改革を願う広範な県民の要求に応え、学校と教育を最優先する施策を推進するこ
とこそが望まれている。
　したがって、当議会は、私立高校等への経常費助成を増額し、父母負担軽減に大きな役割を果たしている授業料助成を拡充
するとともに、学費と教育条件の「公私格差」を着実に是正できる新たな助成制度を確立することを要望する。
　以上、地方自治法第９９条により意見書を提出する。

提出先　愛知県知事　

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
　私立学校は、国公立学校とともに国民の教育を受ける権利を保障する上で重要な役割を担っており、国においても、学費の
公私間格差是正を目的とした私立学校振興助成法を昭和５０年に制定し、文部科学省による国庫助成たる各種助成措置を講じて
きたところである。
　しかし、地方自治体では、財政難を理由とした私学助成削減の動きが急速に広がっている。愛知県においても、「財政危機」
を理由として平成１１年度に総額１５％、生徒１人あたり約５万円に及ぶ経常費助成（一般）の削減がなされた。
その後、愛知県の私学関係予算は、国の私学助成の増額を土台に、経常費助成単価では徐々に増額に転じてきたが、この２年
間は減額され、ついに国からの財源措置（国基準単価）を下回るに至った。そのために、少子化による生徒減とも重なって、
多くの学園の経営は深刻な事態となっている。このままでは、学費と教育条件の公私格差が一層拡大し、緒についた教育改革
にも重大な影響が出ることは必至である。
　また、私学の父母負担を見ても、愛知県においては、初年度納付金で６３万円をこえ、授業料助成と入学金補助の平均単価を
除く納付金でも約４９万円にものぼっている。そのために、昨今の不況も重なって、「経済的理由」で退学したり、授業料を滞
納する生徒が急増している。また、過重な学費負担のため、私学を選びたくても選ぶことのできない層がますます広がり、学
費の公私格差が学校選択の障害となり、「教育の機会均等」を著しく損なっている。
このような私学を取り巻く厳しい状況の中で、都道府県における私学助成制度の土台となっている国の私学助成が果たす役割
はますます大きくなっている。
　このような状況下で、今年度から「高校無償化」の方針の下、国公立高校のみが無償化された。私学へも一定の就学支援金
が支給され、保護者の負担は昨年度より軽減したものの、今なお私学の生徒と保護者は高い学費、公私間格差を強いられてい
る。また、国公立高校が無償化された関係で、私立高校は生徒の募集難に苦しみ、私学教育本来の良さを損ないかねない状況
に置かれている。
　私学も、公立と同様に、公教育を担う教育機関であり、愛知県下の高校生の３人に１人は私学で学んでいる。私学は、独自
の伝統、教育システムにもとづく教育を提供し、教育改革に積極的な役割を果たしてきている。「教育の公平」の実現にむけて、
国公立高校無償化にみあう水準で生徒・保護者の深刻な学費負担を軽くし、私学教育本来の良さを一層発揮していくためには、
私立高校への就学支援金の拡充と、教育条件の維持・向上をはかるための経常費助成の拡充が必要である。
貴職におかれては、父母負担の軽減と教育改革を願う広範な父母国民の要求に応え、学校と教育を最優先する施策を推進する
ことこそが望まれている。
　よって、当議会は政府に対し、国の責務と私学の重要性にかんがみ、父母負担の公私格差を是正するための就学支援金を一
層拡充するとともに、併せて、私立学校振興助成法に基づく国庫補助制度を堅持し、私立高校以下の国庫補助金とそれに伴う
地方交付税交付金を充実し、私立高等学校以下の経常費補助の一層の拡充を図られるよう強く要望する。　
　以上、地方自治法第９９条により、意見書を提出する。
提出先　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　


